
確
か
六
月
だ
っ
た
と
思
う
が
、
合
格
の
連
絡
を
受

け
た
時
、「
こ
れ
で
私
は
勉
強
に
専
念
で
き
る
ん

だ
」
と
跳
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ
。

石
坂
財
団
の
奨
学
金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

そ
の
後
の
私
の
留
学
人
生
は
変
わ
っ
た
。
私
は
早

速
弁
当
屋
の
バ
イ
ト
を
辞
め
、
上
海
の
妻
と
娘
を

日
本
に
呼
び
、
学
校
近
辺
の
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し
、

昼
夜
を
問
わ
ず
に
勉
強
と
研
究
に
没
頭
し
た
。
奨

学
生
だ
っ
た
修
士
課
程
の
二
年
間
、
私
は
水
産
学

会
誌
に
二
報
の
論
文
を
公
表
し
、
学
会
の
全
国
大

会
で
三
回
口
頭
発
表
し
た
。
さ
ら
に
中
国
で
専
門

書
を
二
冊
出
版
し
た
。
奨
学
金
の
お
陰
で
、
非
常

に
充
実
し
た
二
年
間
の
研
究
生
活
が
過
ご
せ
た
。

そ
の
後
、
私
は
博
士
後
期
課
程
に
進
学
し
、
研

究
を
続
け
、
他
の
奨
学
財
団
の
援
助
も
あ
り
、
一

九
九
六
年
三
月
に
、
無
事
に
博
士
号
を
取
得
し
た
。

勉
強
の
成
果
を
仕
事
に
応
用

研
究
の
テ
ー
マ
が
か
ま
ぼ
こ
の
ゲ
ル
形
成
能
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
の
で
、
大
学
院
修
了
後
、

研
究
の
成
果
を
実
践
的
に
仕
事
に
応
用
し
よ
う
と

＊

考
え
た
。
そ
こ
で
、
蒲
鉾
の
老
舗
で
あ
る
鈴
廣（
本

社：

神
奈
川
県
小
田
原
市
）に
入
社
し
た
。

少
々
専
門
的
に
な
る
が
、
畜
肉
や
家
禽
肉
と
比

べ
、
魚
肉
タ
ン
パ
ク
質
は
非
常
に
面
白
い
特
性
を

持
っ
て
い
る
。
あ
の
蒲
鉾
の
プ
リ
プ
リ
と
し
た
食

感
を
出
せ
る
の
は
魚
肉
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
魚

の
生
息
水
温
に
よ
っ
て
も
タ
ン
パ
ク
質
の
性
質
が

変
わ
る
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
製
品
に
活
か
す
と
、

い
ろ
い
ろ
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
が
で
き
る
。
私
は
こ

の
魚
の
特
性
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
。

小
田
原
の
高
級
蒲
鉾
の
原
料
は
グ
チ
と
い
う
魚

で
あ
る
。
グ
チ
と
言
っ
て
も
世
界
中
五
〇
属
二
一

〇
種
も
あ
り
、
日
本
沿
岸
に
は
九
属
一
六
種
が
生

息
し
て
い
る
。
ま
た
練
り
製
品
の
主
原
料
の
タ
ラ

は
実
は
五
五
種
も
あ
り
、
同
じ
科
の
魚
で
あ
っ
て

も
性
質
が
微
妙
に
違
う
。
私
ど
も
は
世
界
中
の
魚

サ
ン
プ
ル
を
入
手
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ル
形
成
能

や
味
な
ど
の
か
ま
ぼ
こ
適
性
を
調
べ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
特
性
を
う
ま
く
駆
使
し
、
よ
り
安
心
安
全
、

よ
り
美
味
し
い
か
ま
ぼ
こ
を
お
客
様
に
提
供
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

最
近
、
魚
肉
ペ
プ
チ
ド
の
研
究
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
魚
肉
ペ
プ
チ
ド
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
性
が

あ
り
、
ま
た
植
物
性
ペ
プ
チ
ド
や
乳
ペ
プ
チ
ド
に

比
べ
、
ア
ミ
ノ
酸
組
成
が
よ
り
哺
乳
動
物
の
筋
肉

に
近
い
特
徴
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
私
た

ち
の
チ
ー
ム
は
か
ま
ぼ
こ
の
製
造
技
術
を
活
か
し
、

天
然
の
魚
の
筋
肉
だ
け
か
ら
ペ
プ
チ
ド
を
作
り
、

安
全
性
を
確
認
後
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
老
人
ホ
ー

ム
に
提
供
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
筋
肉
増
強
、

疲
労
回
復
効
果
、
ま
た
低
栄
養
リ
ス
ク
の
高
齢
者

の
血
中
タ
ン
パ
ク
回
復
効
果
を
測
定
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
近
々
、
魚
肉
ペ
プ
チ
ド
の
商
品
化
後
、

さ
ら
に
機
能
性
の
研
究
を
進
め
、
他
素
材
と
の
相

乗
効
果
を
狙
っ
た
商
品
の
開
発
を
目
指
し
て
い
く
。

か
ま
ぼ
こ
は
日
本
の
伝
統
食
品
で
あ
り
、
健
康

食
品
で
も
あ
る
。
近
年
、
欧
米
で
魚
食
ブ
ー
ム
が

起
き
、
か
に
風
か
ま
ぼ
こ
が
大
人
気
で
あ
る
。

私
は
奨
学
金
の
お
陰
で
勉
強
が
で
き
た
。
今
は

勉
強
の
成
果
を
商
品
開
発
に
応
用
し
、
少
し
で
も

社
会
に
還
元
し
、
人
々
の
健
康
に
貢
献
し
よ
う
と

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

＊漢字の「蒲鉾」は狭義的で、板付き蒲鉾を意味する。ひらがなの「かまぼこ」は広
義的でどちらかというと、竹輪や揚げかまぼこも含む魚肉練り製品を意味している

２０００年上海出張中
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文
革
の
試
練
を
バ
ネ
に
留
学

私
の
父
は
中
国
共
産
党
の
幹
部
だ
っ
た
。
一
九

五
〇
年
代
の
反
右
派
闘
争
、
六
〇
〜
七
〇
年
代
の

文
化
大
革
命
で
右
派
と
し
て
批
判
さ
れ
、
失
脚
。

当
時
の
中
国
で
は
、
政
治
的
「
血
統
論
」
が
流
行

っ
て
い
た
。
迫
害
か
ら
家
族
を
守
る
た
め
、
私
の

両
親
は
離
婚
し
た
。
そ
れ
で
も
迫
害
は
免
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、
母
は
上
海
か
ら
福
建
省
の
山
奥

の
工
場
に
追
い
や
ら
れ
た
。
私
も
高
校
卒
業
後
、

上
海
郊
外
の
島
に
あ
る
農
場
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で

働
か
さ
れ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
ず
っ
と
ぎ

り
ぎ
り
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

激
動
的
文
化
大
革
命
が
幕
を
閉
じ
、
�
小
平
氏

が
再
び
中
国
の
政
治
舞
台
に
登
場
し
た
。
彼
の
お

陰
で
、
文
革
中
、
一
一
年
間
廃
止
さ
れ
て
い
た
大

学
の
入
試
制
度
も
復
活
し
た
。
こ
の
一
一
年
間
高

校
を
卒
業
し
た
者
た
ち
は
一
斉
に
受
験
。
私
も
農

場
か
ら
受
験
し
、
大
学
に
入
っ
た
。
父
の
政
治
背

景
の
影
響
で
、
私
は
好
き
な
文
系
に
は
自
由
に
行

け
ず
、
水
産
に
進
学
し
た
。
で
も
、
人
生
は
塞
翁

が
馬
、
そ
れ
ゆ
え
、
今
の
私
が
い
る
。

大
学
卒
業
後
、
国
立
水
産
研
究
所
に
入
所
し
、

研
究
を
し
て
い
た
が
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
中
国
に
は
、

水
産
科
学
分
野
の
博
士
課
程
が
な
か
っ
た
。
日
本

は
水
産
学
研
究
の
先
進
国
で
あ
り
、
や
は
り
日
本

で
勉
強
し
た
い
と
考
え
、
諸
々
の
準
備
も
あ
り
、

一
九
九
〇
年
九
月
、
妻
と
生
後
一
カ
月
の
長
女
を

上
海
に
残
し
、
私
費
留
学
生
と
し
て
北
海
道
大
学

へ
入
学
し
た
。
単
な
る
向
学
心
で
は
な
く
、
自
由

に
勉
強
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
手
放
し
た
く
な
か

っ
た
。奨

学
金
の
お
陰
で
成
果
を
出
せ
た

私
費
留
学
生
と
は
言
え
、
当
時
の
中
国
で
は
給

料
が
低
く
、
家
か
ら
の
仕
送
り
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
北
海
道
に
到
着
後
、
学
費
や
生
活
費
を
稼
ぐ

た
め
、
友
人
の
紹
介
で
、
あ
る
弁
当
屋
に
住
み
込

み
で
バ
イ
ト
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
月
曜
か
ら
土

曜
は
毎
日
朝
五
時
か
ら
バ
イ
ト
、
八
時
半
か
ら
自

転
車
で
登
校
し
、
深
夜
ま
で
勉
強
や
実
験
を
行
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
日
曜
日
も
休
め
ず
、
一
日
一
〇

時
間
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。
石
坂
財
団
の
奨
学

金
を
い
た
だ
く
ま
で
の
九
カ
月
、
休
め
た
の
は
お

正
月
の
一
日
だ
け
で
あ
っ
た
。

せ
っ
か
く
留
学
が
で
き
た
の
に
、
も
っ
と
勉
強

に
専
念
し
た
い
。
し
か
し
、
勉
強
や
生
活
に
は
お

金
が
必
要
で
あ
り
、
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

数
カ
月
後
、
私
は
学
部
の
研
究
生
課
程
を
終
え
、

大
学
院
の
修
士
課
程
に
進
学
し
た
。
厳
し
い
北
海

道
の
冬
の
寒
さ
に
加
え
、
休
め
な
い
体
に
も
疲
れ

が
溜
ま
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
で
続
く
の
か
？

本

当
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
？
」
と
不
安
と
苦
悩
の

毎
日
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
学
校
の
留
学
生
係
か
ら
国
際
文
化

教
育
交
流
財
団（
石
坂
財
団
）奨
学
金
の
こ
と
を
知

ら
さ
れ
、
す
ぐ
応
募
し
た
。
東
京
・
大
手
町
の
経

団
連
会
館
で
面
接
を
受
け
た
時
、
自
分
の
思
い
を

面
接
官
に
一
所
懸
命
話
し
て
い
た
。
運
が
良
く
、

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
一
九
九
一
年
度
奨
学
生
。
中
国
上

海
出
身
。
一
九
八
二
年
上
海
水
産
大
学
卒
業
。
九
六
年
北
海

道
大
学
大
学
院
水
産
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了（
水
産

学
博
士
）。
同
年
鈴
廣
に
入
社
。

万

建
栄

ま
ん

け
ん
え
い

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長

故
石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学

院
へ
一
六
八
名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

世
界
四
〇
カ
国
四
七
八
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金

の
供
与
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

奨
学
金
が
私
の
留
学
生
活
を
変
え
た

鈴
廣
蒲
鉾
本
店
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長
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